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⽇本の労働⽣産性の低さは多くの⾼校⽣が数学Ⅲを学んでいないことに起因？ 
 
⽇本経済新聞に関⻄学院⼤学・村⽥治学⻑の記事があり、そこで⽇本は国際学⼒テストでは
数学はトップクラスなのに、労働⽣産性成⻑率は低く抑えられている、と問題提起している。 
 
そして、この原因として⽇本では⾼校２年⽣の段階で理科系クラスと⽂科系クラスに分か
れ、理科系クラスに進む学⽣は 22%とその割合が低いこと。その結果として⽂科系に進ん
だ残り 78%の⽣徒は数学Ⅲを学ばないこと、が指摘されている。 
 
右の表は、「OECD ⽣徒の学
習到達度調査 2018 年調査
（PISA2018）のポイント（⽂
部科学省、令和元年 12 ⽉３
⽇）」よりの抜粋である。我
が 国 の 数 学 リ テ ラ シ ー は
OECD 国中では１位となっ
ている。 
 
ただし、村⽥治学⻑の指摘は
このテストを受けるのが⾼
校１年⽣であり、その後多く
の⽣徒が⽂化系に進むので、
その結果として⽇本の数学的実⼒は維持されない、というものである。 
 
新聞記事の中にも記載されているが、 
 昨年の３⽉に経済産業省が発表した報告書「数理資本主義の時代」において「第４次産業
⾰命を主導し、さらにその限界すら超えて先に進むために、どうしても⽋かすことのできな
い科学が三つある。それは、第⼀に数学、第⼆に数学、そして第三に数学である！」 
 
数学は論理の世界である。基礎からの積み上げの世界である。積み上げた知識同⼠が結びつ
き新たな発想が⽣み出される場でもある。知識だけではなくこの発想⼒（哲学⼒と⾔い直し
てもよい）を⽣み出し、鍛える場を与えてくれる数学の世界は、新たなる世界を⽣み出して
いくための強⼒なツールとなる。⽇本はこのツールを⾃ら⼿放しているとの指摘である。 



 


